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前回に引き続き、 「伝西行筆未詳歌集切」に収載される和歌につ
いて、一首ごとの注釈を試みる。　
本稿では六葉の内、夏〜冬の歌を収める二葉の七首に評釈を加
える。取り上げた切とその略称は次の通りである。　　
池田和臣氏蔵「西行二首切」 （略称「池田」 ）
　　
春敬記念書道文庫蔵「未詳歌集切」 （略称「春敬」 ）
＝凡例＝・翻刻はすでに刊行されている写真版によった。・和歌の掲出は切ごとにまとめ、各切はできる限り季節の推移順
に配列するよう心がけた。
・各歌には通し番号を振り、一首の末尾には収載する切を に
よって示し、切内部の歌順をその下に記した。
・注釈には、 〈釈文〉 〈通釈〉 〈語釈〉 〈補説〉の各項を立てた。 〈釈
文〉は一首の意を取りやすくするために施したもの 、本文仮名遣いの誤りを改め 適宜漢字を当て、 濁点を付した。 〈通釈〉には現代語訳を、 〈語釈〉には語句の意味のほか、表現としての
特徴や詠歌史的に見て特記すべきことがら等を記した。 〈補説〉には一首全体の作意や構想上の特質などを記した。
・ 「伝西行筆未詳歌集切」所載歌以外の和歌本文および歌番号は、『新編国歌大観』により、適宜私に漢字を当てて示した。万葉集の歌番号は旧番号を用いた。
注釈７
　
はちすさくいけのみきはにかせふけは心のうちもかほりあふかな（池田１）
〈釈文〉
 はちす咲く池の汀に風吹けば心のうちも薫りあふかな
〈通釈〉
 蓮の花が咲く池の汀に風が くと、私の心の中にも清ら
かな香が満ちることだ。〈語釈〉
 ○
はちす咲く
　「はちす」は「蓮」 。スイレン科の水生植
物で夏に花を付ける。古今六帖・和漢朗詠集に標目として立てられ、堀河百首の歌題となる。 「はちす咲く」は用例が八例のみ
の
措辞で 当歌が初例。西行に「はちす咲く汀の波の打ち出でて説
「伝西行筆未詳歌集切」私注（中）
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文
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くらん法を心にぞ聞く」 （聞書集
34）が見えるほかは、俊成に一
首（五社百首
232春日社・蓮「はちす咲く池の夕風にほふなり浮き
葉の露はかつこぼれつつ」 ） 、定家に二首（拾遺愚草員外
34「はち
す咲くあたりの風も薫り合ひて心の水を澄ます池かな」 、 同
317「は
ちす咲く池の夕風夏はあれどよし一花 秋の撫子」 ） が残る。なお、俊成には「はちす咲き水さへ匂ふ夕暮は身をかへて見る心地こそすれ」 （五社百首
432日吉社 ・ 蓮） の作も残る。
○薫りあふかな
　「薫」
はよい香が立ちこめる意、 「合ふ」は互いに〜する意で、蓮花の香気に呼応するように、作中主体の心に 清爽な宗教的気分が生じたことを示す。 「薫りあふ」は稀少で当歌が初例。他には、俊成の 「嶺の雲のべの霞も ひて春にむすべる宿とこそ見れ 長秋詠藻
620文治六年女御入内屏風） 、家隆の「薫りあふ庭の樗の花
散りて菖蒲が軒をすぐる夕風」 壬二集
564御室五十首） 、定家の拾
遺愚草員外
34歌（前項掲出）が残るのみで、作例が御子左家歌人
に集中する点が注意される。〈補説〉
 当該歌の基軸をなす「池に咲く蓮の薫りを風が作中主体
の許に吹き送る」という構想は、 でに古今六帖
3796に「吹く風は
香を み添ふる我が宿の池のはちす 取りな尽くしそ」と見えるが、蓮 主題とす 歌の詠み方として一般的とは言い難い。 「蓮」は 「久方の雨も降らぬか蓮葉にたまれる水 玉に似た 見む （万葉集・十六
3837作者未詳） 、 「はちす葉の濁りにしまぬ心もてなにか
は露を玉とあざむく」 （古今 ・夏
165遍昭）のように、早くから
葉の上に置く露に注目して詠まれ、特に平安後期に「風吹けば蓮のうき葉に玉こえて涼しくなりぬ蜩の声」 （金葉集・夏
145俊頼）
と詠まれて以降は、涼感を呼ぶ夏季の景物として、 「風」 「露」等
と取り合わせた叙景歌に詠まれる例が一般的となる。 〈語釈〉に掲げた聞書集歌のごとく、浄土と関わらせて用いる例も多い。　
蓮の花の香に着目した作は、前掲の古今六帖歌のほか、和漢朗
詠集・蓮に「花開けては香散ず簾に入る風」 （
176白居易）の詩句
があるものの、和歌の例は珍しく、堀河百首「蓮」題歌でも香を詠んだ作は見えない。俊成の「明方は池の蓮も開くれば玉の簾に風かをるなり」 （長秋詠藻
452極楽六時讃絵歌・後夜）はその稀少
な作例であ 。この俊成歌と当歌は詠作時が近接していると推定されるが、蓮の花の香を単に嗅覚的な美としてではなく、宗教的体験の象徴として用いている点でも共通する。 〈語釈〉 「はちす咲く」項に掲げた定家歌（拾遺愚草
34）が当歌と酷似する内容を持
つことについては、す に池田和臣に指摘があるが、こ 定家では蓮花の香によってもたらされる宗教的な境地が、 「心の水を澄ます」と、さらに明確に表現されて 。俊成・定家の作と当歌の三首の間には密接な関係が想 よいだろう。 また 〈語釈〉にも掲げたごとく、俊成が「風で 中主体の許に運ばれる池の蓮の香」という主題を 五社百首で繰り返し用いてい 点 五社百首・住吉社百首
332でも「うき草の末より風は吹くなれど池の蓮ぞ
まづ薫りける」と詠む）にも注意しておく必要 あろう。俊成には、決して一般的ではない表現を 試行錯誤するかのように繰返し用いて作歌する傾向が見られる。当歌は当該「歌集切」 群の作者像を検討する上で、大きな示唆 与えよう。８
　
いにしへのことをしるこそあはれなれまとのほたるはかすかなれとも（池田２）
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〈釈文〉
 古への事を知るこそあはれなれ窓の蛍はかすかなれども
〈通釈〉
	 書を読み遠い昔の出来事を知るのは感動の多い営為であ
るよ。窓を照らす蛍の光は幽かであるけれども。〈語釈〉
	 古への事
　
過ぎ去ったはるかな昔。 「古へ」は元来、表現
主体を離れた過去を示す語という。下句が車胤の故事を踏まえる点から見ても、詠作主体が直接に経験した過去ではなく、書物を通して学ぶ遠い時代の事蹟を指 のであろう。堀河百首に「夜てらす草の蛍を集めても見ぬ世の事を尋ね知るかな」 （
470蛍 ・ 源顕仲）
の作が見える。
○
窓の蛍
　『蒙求』に載る「車胤聚蛍」の故事を
典拠とする。晋の人車胤は学業に励み博覧であったが、貧しく油を手に入れることができなかったので、蛍 練り絹 袋に入れて灯火の代わりとし、書を照らして学んだ（ 『晋書』列伝） 。
○かす
かなれども
　
当該歌中の現在時に於いて、詠作主体が読んでいる
書を、窓辺の蛍が仄かに照らし出している情景を示す。風情集「ほのかにてまだ夜を残すともしびは軒端に照らす蛍なりけり」（
355暁蛍火）の作が見える。当歌に於いても、蛍の光が幽かにな
るその変化を通して時間 経過を示 夜明け近くまで読書に勤んでいたことを表現 ようとした可能性 ある。〈補説〉
 蛍を詠み込む歌は、すでに古今集に「夕されば蛍よりけ
に燃ゆれども光見ねばや人のつれなき」 （恋二
562友則）等、恋の
思いと関わらせた作が二首見え、 「沢水に空なる星の映 かと見ゆるは夜半の蛍なりけり」 （後拾遺集・夏
217良経）のごとく、夏夜
の風情を表す景物として扱った叙景歌も多数詠まれ が、車胤の故事を踏まえた作は少ない。古今六帖・和漢朗詠集では「蛍」が
標目として立てられるが、同故事に触れた作は見えない。堀河百首「蛍」題に至っ 、前掲顕仲歌や「いにしへはまどにあつめし蛍をも今は雲井の星かとぞみ 」 （
476永縁）が現れるものの、八
代集では蛍を詠む歌
28例のうち、車胤の故事を引く作は、季通の
久安百首歌「昔わが集めしものを思ひ出でてみなれ顔にも来る蛍かな」 （千載集・夏
201）のみである。 『蒙求』は平安時代前期の元
慶二年
878以前には日本に伝来していたことが明らかだが、平安末
期に到っても、車胤故事は「蛍」詠に用いる趣向とし それほど一般的ではなかったと言えよう。また、右に挙げた永縁や季通の作が、車胤故事に触れつつも、主たるテーマとするのは蛍 飛び交う眼前の情景であるのに対し、当歌は車胤故事 そこでの の役割をそのまま活かす形で、一首の世界を形成する点が特徴的である。その点で 〈語釈〉 「古への事」項に挙げ 顕仲詠と共通するが、顕仲歌が故事を歌で す 留まる に対して、当歌は「読書す 人物」を場面内に設定し、車胤故事をその作中主体に振る舞わせてみせた構想に工夫が認められよう。 内 書 没頭し、「古へのことを知るこそあはれ」と感じている人物は、車胤の故事を記した 物を読んで感嘆する詠作主体とも、万巻の書を読み耽って夜を明かす車胤その人とも解しうる。当歌 単に車胤の故事を趣向として用いたのではなく、時間と主体を異にす 二つの場面を故意に重層させる構想上の手法として故事引用を試み いるのだろう。９
　
みそきするかはせのかせのすゝしきはむかひのきしにあきやきぬらむ（池田３）
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〈釈文〉
 禊する河瀬の風の涼しきは向かひの岸に秋や来ぬらむ
〈通釈〉
 夏越の祓をする河瀬を吹く風が涼しく感じられるのは、
向こう側の川岸に秋が来ているのだろうか。〈語釈〉
	 ○
禊
　
罪や穢れを洗い清め清浄な心身になること。ここ
では、六月晦日に河原に出て人形に穢れを移し、半年間に積もった罪・穢れを除去する夏越の祓（六月祓）を指す。
○河瀬の風の
涼しきは
　
夏越の祓は夏の最後の日に川原で行うので、
「みそぎす
る汀に風の涼しきは一夜をこめて秋や来ぬらん」 （金葉集・夏
155
顕隆）のごとく川風の涼しさに実際よりも一日早い秋の到来を感じ取ると詠む作が、平安後期から見られる。当歌はこの顕隆歌と上句が酷似するが、これに類する表現は、 「みそぎする川瀬 風の身にしむは明く を待たで秋や来ぬらん」 （玄玉集 ・ 時節上
391季貞） 、
「御祓する河瀬に風の涼しきは今夜をこめて秋や立つらん」 （正治初度百首
35後鳥羽院） 、 「まだきより川瀬の風の涼しきは秋のなご
しの御祓なりけり」 （正治初度百首
538通親） 、 「みそぎする河瀬の風
の涼 きは秋にや神も心寄すらん」 （千五百番歌合・夏三
1027丹後）
のごとく、鎌倉期以降は、 「夏越祓 を主題とする歌に常套的に用いられるようになる。
○向かひの岸
　
川を隔てた対岸。用例は少
なく、当歌と同時代の作では「飛鳥川むかひの岸に紅葉して七瀬の淀の浪ぞ色な 」 （出観集
498）が見える程度である。鎌倉期の
作になるが、俊成は千五百番歌合で「鳴滝や西の河瀬に御祓せん岩こす浪も秋や近きと」 （夏三
1023）と詠み、判者良経は「鳴滝西
辺秋近処
　
言泉智水又思惟」と判詞に述べて勝を与えた。この俊
成歌は夏越祓を行う川の両岸に着目する点で当歌と共通し注意される。俊成歌を参考にすれば、 「向かひ 岸」とは五行説において
秋と同一のグループに属し、かつ秋のやって来る方向でもある「西」の岸となろう。〈補説〉
 「〜なのは…だからだ」という構造を持つ事理趣向の歌で
ある。現象を理屈で説明しようとする詠法は、金葉集・詞花集の時代に大いに目指され、この「未詳歌集切」が成立したとされる長寛年間頃には極めて一般的となり、それだけにやや陳腐で旧風な印象を与えもした
詠みぶりであったろう。 「夏越祓」を主題と
する歌は、 「御祓してぬさ切り流す河の瀬にやがて秋めく風ぞ涼しき」 （山家集
253） 、 「禊ぎする川瀬に小夜や更けぬらんかへる袂に秋
風ぞ吹く」 （千載集 ・ 夏
225読人不知）のごとく、平安末期までには、
「夏越祓をする川の瀬で涼しい風に吹かれて秋の到来を知る」という詠み方のパターンが固定化し、さら 〈語釈〉 「 瀬の風の涼しきは」 項で見た通り、 用語や措辞の範囲も限定されていき、 「吹く風が涼しいのはこれこれの理由からだ」と う 事 趣向〉枠組みも常套的に用いら ている。こうした状況の中で表現に新しさを付け加えるために採用されたの 川の両岸 注目し、方はまだ夏だが他方はすで 秋になっているとする場面構成だったのだろう。当歌は前掲顕隆歌と措辞表現の面では酷似するが、状況設定や事理の立て方には一層 工夫が施されている。平安末期にしばしば見られる「すで 使われて る基本的 構想や措辞表現を軸に、 新たな趣向を付け加える」 う、 〈旧派歌人的詠法〉が採用された作と言えよ
10　
ほとゝきすきかてやまめやゝましろのいはたのもりにたむけしつれは（春敬１）
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〈釈文〉
 郭公聞かでやまめや山城の石
いはた
田の杜に手向けしつれば
〈通釈〉
 郭公の声を聞かないまま終わってしまうだろうか、いや
そんなことはない（必ず聞けるだろう） 。 「ものを言う」という名を持つ、山城の石田の社に手向 をしたのだから。〈語釈〉
 ○聞かでやまめや
　
反語表現。 「聞かで止む」はきかない
で終わってしまう意。用例は少なく、当歌以前には「人知れず待ちし明かせば郭公聞かでやむ夜の数ぞ少なき」 （為忠家後度百首
254夜々郭公・為経）が見えるのみである。同時代の作に、 「郭公雲
井のよその一声は聞かでやみぬと言はぬばかりぞ」 （長方集
53、
新後撰集・夏
186に入る）がある。
○石田の杜
　
山城国の歌枕。醍
醐の南西に鎮座する石田神社。 現在の京都市伏見区石田森西。 『延喜式神名帳』 「天
あまのほひのみこと
穂日命神社」として載る。万葉集に「空
ソラミツ
見津
　
倭ヤマトノクニ
国
　
青アヲニヨシ
丹吉
　
常ナラヤマコエテ
山越而
　
山ヤマシロノ
代之
　
管ツキノハラ
木之原
　
血チハヤブル
速旧
　
于ウヂノワタリ
遅乃渡（中略）
山ヤマシナノ
科之
　
石イハタノモリノ
田之社之
　
須スメカミニ
馬神尓
　
奴ヌサトリムケテ
左取向而
　
吾ワレハコエユカム
者越徃
　
相アフサカヤマヲ
坂山遠」 （巻十三
3236作者不詳） の長歌が見えて、 大和 ・
山背を往還する途次にあり、道中の無事を祈り奉幣する社 あったと知られる。また、 「
山ヤマシナノ
科乃
　
石イハタノモリニ
田社尓
　
布フミコエバ
靡越者
　
盖ケダシワギモニ
吾妹尓
　
直タダニアハムカモ
相鴨
」 （巻九
1731宇合、三句は現訓「幣置かば」 ） 、 「山
ヤマシロノ
代
　
石イハタノモリニ
田杜
　
心ココロオソク
鈍
　
手タムケシタレバ
向為在
　
妹イモニアヒガタキ
相難」 （巻十二
2856作者不詳）と見えるごとく、
恋しく思う相手との邂逅を願う社でも った。平安期以降の用例は多くはないが、前掲宇合歌 摂取した「言はばやな石田の杜柞原へだつる霧は立ちものくやと」 （永久百首
305柞 ・ 忠房）や、 「山
城の石田の杜に雪降れば木毎にかく 木綿かとぞ見る」 （為忠家後度
445神社雪・為経）等の作が残る。現在残る「石田の杜」詠に
は「石田」に「言ふ」を掛ける例は見えないが、郭公が詠作主体
に語りかけてくれるよう神に祈る当歌の意を汲み、掛詞と見て通釈を試みた。
○手向け
　
神仏、特に交通の要衝を守る神に幣帛等
を捧げて、旅の安全を祈ること。〈補説〉
 当歌は前掲の万葉集
2856番歌に拠っていよう。万葉歌は、
恋人に逢えるよう石田の社に手向けをして祈ったもの 、いい加減な気持で祈ったがゆえか逢うことが叶わないとの内容だが 当歌はこれを反転させ、希求の対象も郭公に変えて、石田の社に手向けをして願ったのだから、必ず郭公の声を聞けるはずだと述べる。万葉歌を踏まえ ことで、郭公の声を聞きたいと祈った気持の真剣さを言外に添える効果も生じる。ところで、 「石田の杜」と「郭公」の取り合わせは、当歌の他には、俊成が御室五十首で詠んだ「早も鳴け石田の杜の時鳥心遅くは手向けせざりつ」 （
266）
しか見出せない
*2。俊成歌は万葉集
2856番歌に拠りつつ郭公の声を求
めて石田社に祈る作中主体を描く点で当歌と共通し、願い 真率さは当歌よりも明確に示されている。他には類例のない構想を共有するこの二首の間には関連性が想定され、当歌群と俊成詠が密接な関係にあることを示唆している。
11　
ふることか
〽
山ひこのこたふる山のほとゝきすひとこゑ
きな
けはふ
たこゑそきく（春敬２）
〈釈文〉
 山彦のこたふる山の郭公ひと声なけばふた声ぞ聞く
〈通釈〉
 山彦が響く山の郭公は、一声鳴くと二声聞くことができ
るよ。〈語釈〉
 ○山彦
　「山彦」と「郭公」は、 「郭公声も聞こえず山彦は
?????????????????12?
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外に鳴く音をこたへやはせぬ」 （古今集・夏
161躬恒） 、 「筑波嶺を我
がゆけりとは時鳥山彦とよみ鳴きなましとも」 （古今六帖
4448作者
不詳）のように、早くから取り合わされる。なかなか聞けない郭公の声について、直接ではなくとも何とか耳にしたいと表現するに適当な素材だったのだろう。この二素材の取り合わせは、前掲古今歌を踏まえた「山彦 こたへざりせば郭公ほかに鳴く音をいかで聞かまし」 （六条修理大夫集４）の他、 「郭公まれに鳴く夜は山彦のこたふるさへぞ嬉しかりける」 （金葉集・夏
120雅定） 、 「郭公
しのぶる頃は山彦のこたふる声もほのかにぞする」 （千載集・夏
150重保）のごとく、用例は多くはないものの、平安後〜末期を通
して見出せる。
○
こたふる山
　「こたふ」は山彦が応ずる意。音
が反響する現象を擬人的に表現 措辞。〈補説〉
 すでに、池田和臣に指摘がある通り、詞花集に入る能因
の 「山彦のこたふる山の郭公一声なけば二 ぞ聞く」 （夏
59） とまっ
たく同じ歌である。能因歌は古来風躰抄 も入る。 〈語釈〉で見た通り、 」を取り合わせ ことで郭公の声を切望する心をより強く示そうとする歌は、細々ながら平安期を通して見出せこうした詠歌史を勘案するならば、当歌は能因歌が竄入し 可能性も捨てきれないながら、伝統に従いつつ新たな興趣を付加 ようと試みた結果が偶然能因歌と同一 なったと見る もできるのではないだろうか。合点の上に付される「 ことか」の注記は、それに気づいた何人か（俊成カ）が書き入れたも であろう。当歌の工夫は、 「一声」鳴い のに「二声」聞けたという矛盾を知巧的に表現したところにある。数を対比させ 趣向は、従来にない興趣深い 付加を追求した平安後期 〈風情主義〉の潮流
に従うものと言える。しかしながら、能因歌を注釈した松野陽一がその現代語訳に「 （なかなか初音の聞けなかった山里だが、 やっと鳴いた。おや何と） 」と付け加えたように
*3、 「一声」 「二声」の対
比は単に目新しさ 面白さを狙ったのではなく 待ちに待った郭公の声を聞き得た喜びが山彦により倍加した、そ 浮き立つ心を表現するための趣向であったこ をも忘れてはなるまい。　　
きよすけよみてきにたるうた
12　
〽ほとゝきすあかてやみなはのちのよのくらきみちにもなをやまたれむ（春敬３）
〈釈文〉
 郭公あかでやみなば後の世の暗き道にもなほや待たれむ
〈通釈〉
 郭公の声を聞き飽きることのないままこの世の生が終
わってしまうならば、死んだ後の冥途においても、この世 同様に郭公の声を待ってしまうこと ろう。〈語釈〉
 ○
あかでやみなば
　「飽く」はもう十分だと満足する意、
「止む」は物事が起こらないまま終わる意。 「飽かで止む」の表現は平安後期以降に数例見え、郭公と組み合わせた作も、 「夏山の道も惑ひぬ郭公あかでやみぬる声を尋ねん」 （禖子内親王歌合４武蔵） 、 「みどり子や振り分け髪の昔より飽かでやみぬる郭公かな」（堀河集
15）のように残る。しかし、当歌における「飽かで止む」
は、単に「聞き飽きるほど十分 は聞かないで終わる」意ではなく、 「この世において の声を最後まで堪能した 満足しないまま死ぬ」の意で用いられている点が、右掲 歌と異なる特徴である。
○後の世
　
死後の世。来世。
○暗き道
　「冥途」 を訓読した語。
和泉式部の「暗きより暗き道にぞ入りぬべき遥かに照せ山の端の
????????????????
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月」 （拾遺集・哀傷
1342）が意識されていよう。和泉式部歌の「暗
き道」は、法華経 化城喩品に収められる偈「従冥入於冥、永不聞仏名」に拠り、苦悩から脱する方法を知らず迷妄に惑う人間の姿を示す。これを引用することで、死後も煩悩に迷ってしま ほどに郭公の声に執着する作中主体を描き出し、悟り 到れぬことと引き替えにしてでも美的満足を得ようとする耽美の深さを表現しようとしたのだろう。古今集に入 友則歌「五月雨に物思ひれば郭公夜ぶかくなきていづちゆくらむ」 （夏
153） 、 「夜やくらき道
やまどへる郭公わが宿 しもすぎがてになく
154）に明らかな
ごとく、郭公は夜に鳴くと詠まれる。 「暗き道にも」は直接的には「現世だけではなく死後も」の意を表すが 「現世で郭公を待っていた夜の暗さ」に「死後に郭公 待つ冥途の無明長夜 を重ね合わせる効果もあろう。さら 、 「死出の田長 の異名を持つ郭公が、 「死出の山越えて来つらん郭公恋しき人 上かたらなん」 （拾遺集・哀傷
1307伊勢）のように、この世と冥界を往還する鳥として
詠まれる伝統も、当歌の発想の根底 存したであろう。当歌は、伝統の中で「郭公」に付着し来たった様々な文脈を一首に統合するような構想と言える。〈補説〉
 郭公の声は、早く万葉集から「
五サツキヤマ
月山
　
宇ウノハナヅキヨ
能花月夜
　
霍ホトトギス
公鳥
　
雖キケドモアカズ
聞不飽
　
又マタナカムカモ
鳴鴨」 （巻十
1953作者不詳）のように、 「飽き
ない」対象として詠まれたが、当歌のごとく、 「現世において十分堪能できなかった」と む例は平安末期まで現れない。その初例は、 「長らへて聞くとはすれど郭公声に飽か 止みぬべきかな」 （忠盛集
106）である。忠盛歌は、どんなに長生きをしても「十分堪能
した」と満足することはない、 現世での感懐を述べ みだが、
当歌と同様に、来世でも郭公に執着し続けると詠むのが、 「飽かでのみこの世つきなば時鳥かたらふ空の雲とならばや」 （清輔集
64）
である。当歌の肩に付される「きよすけよみてきにたるうた（清輔詠みてき似たる歌） 」の注は、 この歌を指すのではないだろうか。清輔歌の詠作機会は不明だが 今撰集に入ることから、永万元年
1165頃までには詠まれていたことが確実で、長寛頃までには成立し
たとされる当「未詳歌集切」所収歌と詠作年時は近接している。また、 「飽かで止む」を現世で美的対象を堪能し れないままに終わった意で用いる作に、西行の「来ん世には心の内にあらはさん飽かで止みぬる月の光を」 （ 法師家集
538、千載集・雑上
1023）
がある。美的対象を月とし、執着心 死後は道心 変じようとする点 、当該切歌および清輔歌と異なるが、基本的な構想は同じであ 。西行歌も詠作機会は不明だが 平安末期にこうした発想の作が集中して出現した事実が確認できる。いずれの作にも新しい興趣を追求し和歌世界を開拓し うとす 姿勢が認め るが、特に当歌においては構想が珍しいだけではなく 〈語釈〉 「暗き道項に述べたごとく、伝統が歌材に纏わせ 様々 コノテーションが三十一文字に集約され、享受者が読むに従って意味内容が解けて重層的な世界を生み出すよう工夫されて る点にも注目しておきたい。
13　
いつかたになくそときけはほとゝきすおひそのもりのわたりなりけり（春敬４）
〈釈文〉
 いづ方に鳴くぞときけば郭公老曾の杜わたりなりけり
?????????????????12?
（三八）
〈通釈〉
 いったいどちらの方向で鳴いているのかと聞くと、郭公
は老曾の杜の辺りを渡って（鳴いて）いるのだったよ。〈語釈〉
 ○いづ方
　
方向に関する疑問をあらわす。 「いづ方に鳴き
て行くらむ郭公淀のわたりのまだ夜深きに」 （拾遺集・夏
113忠見）
が、構想に際して意識されているとすれば、一首中で鳴く郭公は飛行中で、その動きが五句 「わたり」に響いて よう。なお、忠見歌は俊成三十六人歌合に選ば 。
○
老曾の杜
　「老蘇
の森」とも。近江国 歌枕。現在 滋賀県近江八幡市安土町東老蘇に鎮座する奥
おいそ
石神社の森。平安期の作例は多くないが、古今六
帖
2893に「忘れにし人をぞさらにあふみなる老曾の杜と思ひ出でつ
る」が入る。郭公 取り合わせた例 、 「東路の思ひ出でにせん郭公老曾の杜の夜半の一声」 （後拾遺集 ・ 夏
195公資） が早い。また、 「変
はりゆく鏡 影を見るたびに老曾の杜の歎きをぞする」 （金葉集 ・雑上
599師賢）のように、 「老い」を掛けて嘆老を詠む例もある。
○
わたりなりけり
　
用例は多くないが、 「東路の浜名の橋を来てきて
みれば昔恋しきわたりなりけり」 （後拾遺集・羇旅
516広経）のご
とく、 「辺り」に「渡り」掛けて詠むのが一般的である。当歌においても「渡り」が掛かると考え、通釈を試みた。〈補説〉
 前掲公資歌とその摂取作ゆえか、辞典類では老曾の杜を
「郭公の名所」と記す例も少なくないが、 『和歌初学抄』 「所名」の「杜」項には、 「
同（近江）
おいそのもり
　
オモヒイヅルニ」とあり、 「か
きつむる老曾の杜のことの葉を消え む後の思出でにせよ」 （散木奇歌集
1510） 、 「涼しさの老曾の杜の下なれど夏てふことぞ忘られ
にける」 （永久百首
165樹陰・忠房）のように、 「思ひ出づ」 「忘る」
等の語と取り合わせる例が多い。注意されるの 、前掲散木奇歌
集歌や、 「我もさぞ老曾の森の郭公あか月がたはいねがてにする」（林葉集
261） 、 「時鳥なほ一声は思ひいでよ老曾の杜のよはの昔を」
（新古今集 ・ 夏
207範光）に見られるように、 それまでに「老曾の杜」
を詠む際に取り合わせられた素材や概念を、複数用いて一首を組み立てようとする試みが平安後期以降認められることである。歌人たちが、どのような方法で新たな和歌世界を開こうとしたのかをうかがわせて興味深いが、当歌もそのような文芸の動向に沿う詠みぶりと言える。注
*1　
池田和臣「伝西行筆未詳歌集切（二首切）考─時雨亭文庫蔵「五条殿
　
おくりおきし」との関係、および新出断簡について─」 （ 『古代中世文学論考』第十一集、新典社、二〇〇四年） 、別府節子「伝西行筆の 筆の新出葉を中心に」 （ 『出光美術館研究紀要』
13、二〇〇八年一月）参照。
*2　
夫木抄には通俊の 「郭公心のままに尋ねつついはたの杜に一声ぞ聞く」
の歌が見えるが（夏二
2831） 、出典である「寛治八年高陽院七番歌合」の本
文は「郭公心のままに尋ねつついくた もりに一声ぞ聞く」である。*3　
松野陽一校注『詞花和歌集』 （ 泉古典叢書７、和泉書院、一九八八年） 。
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